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本研究の要旨は第26回日本内分泌学会総会において発表した．

Thorn’s　Test　Upon　Experimental　Diabetes　Rats

　　Ko　Karasawa，　Terukiyo：Kuzuyama　arld

　　　　　　　　　Masao　Klambayashi

　－D・Pα伽・撹qブα伽α♂・配θ88α紘」2・8・α・・ん1物8伽6・

　　げ蜘68γ・撹z・8ε8，Kα灘α霊”ασ伽εr8吻，Kαηα乞αωα

　　　　　　（1万㌍θ060㌍：Pγ（ザ辺40δoんδ8駕鍬乃の

　　　　　　　Jfα伽剛2＞α伽物αz王z・柳伽z
　　　　　（刀疹？・80伽・：盈ゴ醐1ぐα乃財鵬0ご03f．D．）

緒

　脳下垂体副腎皮質機能検査法として，現在一

般に用いられるのは，Thor11’s　Testである．こ

れにはACTH，℃ortison，　Adrenalin，　Illsulin等

種々の薬剤を使用する方法があるが，何れも注

射4時間後の好酸球減少率を以て，その機能歌

態を判定しておるのであるが，最近漸く嚴密な

追試検討と自己批判の緒についたといってよい
2），5），6），？）

　第25回日本内分泌学会において，北中，大

坂，幅井4）等は糖尿病者に11〕sulinを以てする

Thorn’s　Testを行い逐時的に好酸球数を算定

言

し，初期には一時増加するが，後減少するとい

う事実を得たと報告している．

　島性糖尿病は「ラ」氏島β細胞の分泌する

InSulinの比較的減少に基くものと解されてい

るが，この場合Insulin投与による反応は，正

常「ラ」氏島を有するものとは当然その趣を異に

するものがあると考えられる．かかる観点から

Insulinを以てするThor11’s　Testが糖尿病体と

健康体との闇に差異ありゃ否やを知らんとして

比較検討したのである3）．

実　験　方　法

　〔工〕実験材料

　使用動物は生後日数，体重，鯛育条件等すべて略く

一定した成熟白鼠18匹を用いた．内9匹は実験的に

Alloxan糖尿を発症せしめた．（Alloxanは体重1kgに

つき180mgを腹腔内に注射し，1i週聞を経過し，尿

糖陽性であることを確かめた後使用した．）

　〔皿〕実験方法

　白鼠は実瞼前15時間更に実験中は引続き絶食せし

め，体重1009につき夫々1万倍Adrenalin（三共）

0・12ml結晶性Insulin（Squibb）1ま0・4軍位，　ACTH

（A・mou・）は0・1mgを皮下に注射した．

　採血は自鼠の尾部より行い，白血球用「メラソジュ
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・一 求vの0．5の目盛迄血液を，11の目盛迄Hinkleman

氏液を吸入後，直ちに振盟して3分後「フックスロー

ゼンタール」の計算盤で全室のエオジン嗜好白血球数

を算定し，これを6・25倍して実験庫とした．

実　験　成　績

　Adrenalinの使用であるが，第1図に示す如

く，その成績は一定せずAdrenalinにおいては

その制定は困難であった．

　i次にInsulinを用いる方法であるが，第2図

に示す如く，この場合投与のユ時聞後において

は，AUOxan糖尿群，対照三共に好酸球は増加

し，その後減少を示すが，AIIoxan群における

好酸球の減少率は梢ζ著明であった．

　次にACTHを用いる方法は第3図に示す如

く，その成績はA110xan群において1例のみ機

能低下の朕態を示した．
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　第2図IDSulin投与白鼠にお

　　　　ける好酸球の推移

（体重100gmに付Insulin　O・4軍位注射）
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　第1図　Adrenalln投与白鼠にお
　　　　　ける好酸球の推移
（体重100gmに付，10，000倍Adrenalin液

　　　　　　0．12mo1注射）
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第3図　ACTH投与後における好酸球の推移
　　　（体重100gmに付ACTHO・1mg注＝射）
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考

　実験的に白鼠にAlloxa11糖尿を発症せしめ，

健常白鼠とを比較検討するに当り，白鼠にAdre－

11alinを用いる方法は赤須氏b等によりその不適

当なことが述べられている．

　健常白鼠並びにAUOXan糖尿白鼠に対し，

ACTH，　Adrenalh1：或いはInsullnを投与し好酸

球の追時的観察を行った所，ACTH及びAdre一

按

nalin法における成績は区々であった．しかし

InSuhD法におけるエオジン嗜好白血球の減少

は対照動物に比し，AIIoxan糖尿動物の方が稚

責著明であった．これはAIIoxan糖尿に対する

111sulinの薬理学的効果による現象とも考えら

れる．

結

　実験的に白鼠にA110xa11糖尿を発症せしめ，

Adrenalin，Insuljn或はACTHを用いてThorn’s

Testを実施し，健常白鼠との比較検討を試み
た．

　1）Adrellalin法においては一定の成績を得

なかった．

　2）Insu1｛n法では注射1時間後に好酸球の

一時増加が糖尿群，健常群の何れにも認められ

たが，2時間目以後のエオジン嗜好白血球の減

論

少率は対照群に比し，AIloxaD群において若干

著明であった．

　3）ACTH法では糖尿群において3例中1
例が機能低下を示したのみで，その他の動物で

は一一定の傾向を確認し得なかった．

　欄筆するに臨み，終始御懇篤なる御指導と御校閲を

賜りたる恩師柿下教授・鈴木敏授並びに国立舞鶴病院

長角本博士，同内科医長縮本博士に対して満腔の謝意

を表する．
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